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論 文 内 容 の 要 旨 
 
渡邊邦雄氏の博士（文学）の学位請求論文『墓制から見た｢律令国家｣』は、8･9 世紀の墓
制の変遷過程の様相と律令制度との連関性について、30 年余に及ぶ実証的な調査研究活
動の諸成果を体系化した、当該時代の墓制研究に一石を投じる労作であり、全 7 章 18 節から
構成される。全体の章･節の構成は次の通りである。 
                              
序章 
第 1 節 「律令国家」と墓制 
第 2 節 論の構成と目的 
第 1 章 問題の所在－8･9 世紀の古墳儀礼と墓制－ 
第 2 章 「律令国家」形成期の墓制 
   第 1 節 群集墳の終焉過程 
第 2 節 天武・持統朝の墓制と高松塚古墳の年代論 
第 3 節 畿内周縁部の墓制－丹後の横穴墓と播磨西脇古墳群を例にして－ 
第 4 節 畿内における古墳の終焉状況 
第 3 章 「律令期」墓制のスタンダード 
第 1 節 火葬墓の動向 
第 2 節 土葬墓の動向 
第 3 節 古墳再利用の動向 
第 4 章 墓制から見た「律令国家」の終焉 
第 1 節 古代の集団墓 
第 2 節 葬制の変化－土葬と火葬－ 
第 3 節 「律令国家」的墓制の終焉 
第 5 章 「律令期」墓制の変遷 
第 1 節 主要史料からみた墓制の変遷 
第 2 節 8･9 世紀の墓制の変遷 
結章 
第 1 節 各章のまとめと課題 
第 2 節 「律令国家」を理解するための概念の整理 
第 3 節 墓制から見た「律令国家」像 
第 4 節 「律令国家」とは何か 
 
序章では本論文の目的と構成を簡潔･明確に整理し、論点が多岐に及ぶ「律令国家」に関
する研究史の整理に続き、問題意識の所在を明らかにする。 
第 1 章では、大和・山城・河内・摂津・播磨など、畿内とその周辺地域を対象に、8･9 世紀に
おける横穴式石室の再利用例を 6 類型に分類し、その消長と社会的背景について簡明に言
及し、その意義を述べる。特に、古墳時代終焉以降の継続的な使用は「律令国家」による身分
秩序の再編下、新たな造墓が規制された社会階層に属する氏族が墓域の土地所有権を主張
して行ったものであり、追善供養も同様であるという注目すべき見解を披瀝する。また、墳墓とし
ての古墳再利用は 9 世紀中頃以降、陵墓祭祀へ仏教的祭祀が導入されたことから、衰退して
いくと想定する。この古墳再利用からは、8 世紀前半、8 世紀後半～9 世紀前半、9 世紀後半と
いう 3 つの画期が存在することや、火葬と土葬という葬法の相違が葬送・儀礼観の違いとして 9
世紀前半までは明確に区別されていたこと、9 世紀後半以降には大和と河内などで、葬制の
地域色が発現することを看取するなど、各地域において変容する姿を如実に描き出す。 
第 2 章では、飛鳥Ⅲ型式期から平城Ⅱ型式期の墓制を考古学的に検討するが、中央政権
による造墓規制があらゆる階層に対して貫徹していく過程を「律令国家」による墓制の成立と意
義づけ、飛鳥Ⅴ型式期段階で「律令国家」期の墓制の標式である火葬墓の成立と、厳格な造
墓規制が達成されることを明らかにする。この規制が及んだ地域こそが畿内であると規定し、大
和を中心とする一部の地域では飛鳥Ⅲ型式期に、いち早く造墓規制が実現したことを看取す
る。その一方、丹後地域の横穴墓にみるように、畿内周縁部では完全な造墓規制を達成する
ことができず、畿内から遠隔の地であることと連動して、各地域独自の墓制が展開していたこと
を明らかにする。 
さらに、律令制下で四畿内、和泉国設置後は五畿内という行政的区画で規定された畿内地
域であるが、墳墓の造営状況は必ずしも同一歩調を示さず、齟齬がある実相を明らかにする。
すなわち、政権中枢部の大和を頂点として、河内、摂津、その他地域という階段的な格差があ
ることを突き止め、飛鳥Ⅳ型式期には大和と河内、飛鳥Ⅴ型式期～平城Ⅱ型式期には大和の
優位性が突出しており、少なくとも古墳や火葬墓の造営状況から看取できる政権の内実は、
「畿内政権」と包括するよりも、「大和（・河内）政権」とよぶべき実態であったと評価することも重
要な成果である。 
第 3 章では火葬墓、土葬墓、墳墓としての古墳再利用例という三者を俎上に、一般的に律
令時代とされる時期における墓制の具体相を検証する。その結果、三者の墓制にみる画期は
8 世紀中葉、9 世紀前半、9 世紀後半と、ほぼ一致するという結果を得ている。特に、畿内では
終末期古墳の墓域が律令期の墓制である火葬墓に継続して利用される事例がほとんど認めら
れず、墓制の断絶時期が存在することや、周溝の存在や海獣葡萄鏡の副葬など古墳から火
葬墓に継続する古墳時代的な要素も、8 世紀中葉を迎え一気に払拭されることに注目する。 
また、8 世紀後半以降、古墳時代の遺制である土葬墓とは系譜の異なる木棺墓の造営が始
まり、9 世紀前半に厚葬化のピークを迎える。しかし、9 世紀中葉以降には衰退するという現象
から、この前後に他界観をはじめ、葬送儀礼の様相が大きく変化した可能性を示唆する。この
傾向は皇族や中央貴族を中心に、10 世紀前半にかけて継続・進展するが、9 世紀後半以降
の大和･河内の一部では、このような墓制の動向に相反する墓制が展開しており、これらの墳
墓に葬られた被葬者は出現期のそれとは異なり、経済力を保持した富裕階層が自らの主体的
意志で造墓し得たという、新たな時代が到来したことを象徴する墳墓と措定することも重要であ
る。 
 第 4 章では、9 世紀中葉～後半の墓制における画期を検証するため、群集する古墓群である
集団墓の葬制変化に着目して論究する。その結果、奈良時代の官人墓と異なり、平安時代前
期の官人墓は単独に造墓される事例はなく、官人層の造墓を契機にして集団墓化していくも
のが多数を占め、あわせて在地性が強いことを確認する。すなわち、奈良時代までの他律的な
墳墓経営の段階から、主体的な墳墓経営へと移行しつつある段階の墳墓群に転化した様相
を看取する。この状況から、9 世紀前半の火葬墓は奈良時代以来の伝統的な葬送観念が色
濃く反映された葬法であると類推するが、木棺墓は当時の政治動向をより鋭敏に反映した政
治性の強い、先進的な葬送思想を摂取した墓制であったと推断する。あわせて、9 世紀中葉以
前は土葬と火葬という墓制が峻別されていたが、仏教的他界観の浸透に連動して他界観が大
きく変質した結果、両者にともなう葬送儀礼には顕著な差異が看取できなくなった時期であるこ
とを指摘する。9 世紀中葉以降はこのような葬制・墓制の政治的な意義が急速に希薄化する状
況から、もはや墳墓において政治的・社会的意味が表徴されることがない時代、すなわち連綿
と継起してきた古墳時代的な墓制がついに終焉を迎えた時代と位置づける。9 世紀後半以降、
畿内各地では共同体レベルにおける葬送儀礼の地域色が顕在化することを指摘し、もはや中
央の墓制は周縁の各地域に影響を波及させる力を失い、その結果として汎畿内的な斉一制
は看取できず、墓制から判断する限りにおいて、ここに律令制度はその社会的役割の終焉を
迎えたという評価も重要な視点である。 
 第 5 章では、関連史資料や研究成果を参照しながら、前章までに獲得した諸成果を視野に 8
～9 世紀における墓制の変遷過程を中心に検証するが、墓制上で律令体制という政治的枠組
みの影響が看取できるのは、7 世紀末葉～9 世紀中葉の時期であることを強調する。当該時期
の墓制は天皇という政治的存在と分離して考えることができず、この時間幅を古墳時代に続く
一つの大きな時代の枠組みとして包括できる可能性を提示するのが本論の結論となっている。
さらに、古墳時代から「律令国家」の時代、王朝国家の時代へと継起する段階的な変遷過程
において、8～9 世紀における国家の実態は、墓制からみる範囲において王朝国家よりも古墳
時代的な存在形態との親和性が高いと看破する。すなわち、「律令国家」とは古墳時代以来の
支配者層が指向した国家形態の到達点として認識するべきものであり、9 世紀後半以降の王
朝国家の時代とは、その歴史的段階が異なるという時代区分論を提示する。 
結章では、前章までに指摘した墓制の歴史的意義を吟味･整理し、墓制から見た「律令国
家」像を提示することを通じて、「律令国家」とは何かという命題に対する見解を述べる。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、8･9世紀を中心とした墓制の変遷過程の様相と律令制度との関連性を構造的に
理解・復元するため、主に考古学的な方法論から蓄積された関連遺構･遺物を愚直までに悉
皆的・実証的に吟味･整理して検証する。後述する公聴会における質疑にみられるように今
後、論点を深化・解決すべき諸点もあろうが、先行研究が獲得した当該時期における墓制研
究の成果に新たな観点から肉薄し、従来は個別･断片的に報告・言及されてきた論説を総合
的して前進させた、実証的研究の到達点のひとつとして光彩を放っている。以下、本論におけ
る渡邊氏の独創的な着眼点や獲得した優れた成果を要約する。 
本論文は、8・9世紀を中心とした葬送儀礼や墓制が社会に果たした政治的な意義を究明
し、ゲーム理論や比較制度分析を援用して、墓制から「律令国家」像を読み解くことを目的とし
ている。すなわち、本論文では中央政権による造墓規制があらゆる階層に対して貫徹していく
過程を、「律令国家」による墓制の成立と意義づけ、7世紀末～8世紀初頭（飛鳥Ⅴ型式）期に
おける火葬墓の成立が、厳格な造墓規制を達成・浸透させたとする。この造墓規制の及んだ
地域が「畿内」であり、大和地域を頂点とする階段的な格差が存在したことを指標に、墓制から
窺い知ることのできる政権の実態は、「畿内政権」というよりも「大和（・河内）政権」とよぶべき実
態にあったことを看破する。 
まず、8・9 世紀の墓制を火葬墓、土葬墓、古墳再利用に分けて検証するが、終末期古墳の
墓域は火葬墓に継続されることなく墓制の断絶時期が存在したことや、8 世紀後半期以降、新
たに木棺墓の造営が開始され、9 世紀前半にその頂点を迎えた様相を描出する。また、黒色
土器や銭貨などの出土遺物を手がかりに、土葬と火葬との間に存在した葬送儀礼観の相違が
9 世紀中葉以降には顕著な差異として看取できなくなることから、葬制や墓制の政治的意義が
急速に希薄化した実態を把握する。さらに、9 世紀後半期以降の畿内各地では、政権中央の
墓制の動向とは無関係に葬送儀礼の地域色の顕在化が顕著になり、もはや汎畿内的な斉一
性を示すことがなくなった状況を確認する。この構造的な把握を通じて、墓制の変遷過程から
判断する限りにおいて、律令制度はその社会的役割の終焉を迎えた状況を推断する。 
前述したように、墓制に律令体制の影響が看取できるのは 7 世紀末葉から 9 世紀中葉まで
の時期であり、当該時期の墓制は天皇という政治的存在と切り離して考えることはできず、この
時間幅を古墳時代に続く一つの大きな時代の枠組みとして包括できる可能性を提案するのが
本論の結論である。これをゲーム理論と比較制度分析の手法に基づいて読み解くと、東アジア
情勢の激変にともなう外的要因や、班田制の崩壊にともなう律令制度の内的危機という、制度
的危機に反応した新たな摂関政治という仕組みの登場により、郡司層は天皇に替わって院宮
王臣家、または受領を権力志向の象徴として選択することに繋がるという予察に結実する。 
墓制においては、絶対的な象徴であった天皇の喪葬がその社会的な意義を急速に喪失さ
せることに連動して、畿内各地の共有知識に基づく葬送儀礼が展開する状況になり、汎畿内
的な斉一性を喪失する結果に繋がったと理解する。本論は考古学（墓制）の視点から、このよう
な仕組みを構成する要素が登場する 9 世紀中葉以降に新しい時代、すなわち中世を迎えたと
する従来にはない魅力的な時代画期論に発展する試案の提出に成功している。これらの成果
を裏付けている渡邊氏の研究成果は多岐に及ぶが、その核心的論攷が今回提出の学位請求
論文『墓制から見た「律令国家」の研究』に結実している。 
公聴会においても本論文で提示された成果や見解、論点は高く評価され、充実した論文内
容に相応した多岐に及ぶ活発な意見交換や質疑応答が交わされた。 
まず、考古学的な見地からは、墓制から 9 世紀中葉に設定された画期を評価するにあたり、
9 世紀末葉までの検討資料と比較して、10 世紀以降の墓制に関する事例に依拠した言及の
寡少性や、墓制以外の集落構造、黒色土器などが示す考古学的事象との連関性についての
言及があった。あわせて、火葬導入の歴史的意義についての質疑も重要である。また、本論文
の特色ともなっている結論を検証･補強する方法論としてのゲーム理論や比較制度分析の導
入について、演繹的な解釈によるモデル論的な結論であると評価でき、実証性に欠けるのでは
ないか、また律令制度の成立をナッシュ均衡で把握している点について、限定合理性が前提
のナッシュ均衡という理解を今後、どのように一般化、普遍化して方策についての質疑もあった。
同様に、文化人類学的な視点の導入による結論への展開についても言及があった。 
古代史学的な見地からは、畿内制や畿内地域内部における地域色の具体的内容、領域の
問題などについて質疑が交わされた。また、古代東アジア史の観点から、古代中国の様相に
照らして、当該時期に土葬と火葬という葬法が併存する様相が、土葬と火葬が交錯している東
アジア世界の情勢と一致する現象と把握できる可能性や、副葬される銭貨の副葬という事象に
共通性が認められ、東アジア的な視点からも勘案する必要性が示唆され、議論を深化させるこ
との重要性が指摘された。このように指摘･助言を受けた事項もあったが、これらは渡邊氏の今
後の研究課題としてさらなる創意工夫と発展が期待されるところであるが、本論文は考古学的
方法論に立脚し、古代史学はもとより文化人類学や経済学など学際的な研究分野の諸
成果が動員されており、その視野の広さを遺憾なく発揮するのみならず、提示された
見解や成果を補強している。 
以上を総合して、本論文は8・9世紀を中心とした葬送儀礼や墓制が社会に果たした政治的
な意義を究明し、ゲーム理論や比較制度分析を援用して、墓制から「律令国家」像を読み解く
ことを主目的に、従来にない独創的な視点と鋭敏な問題意識から体系的学際的に論じた専門
的な研究論文であり、今後、考古学はもとより古代史学をはじめとした関連諸分野に波及する
影響は多大なものがあると判断する。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
